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This is a report on a survey held at Kanazawa University in January, 2010. About 
85% of the first year students and some second and third year students have taken 
part in the survey. The survey was about self-assessed levels of students’ English 
language skills, their assessments on the level of the English courses they were 
taking, and the levels of English Language ability they wish to attain in the future. 
The participants used CEFR Can-Do description table (Kanazawa University 
version), in order to assess levels of individual language skills. The result shows 
that the highest percentages of students assess their language abilities as B1 in 
CEFR scale in most skill areas except that of participating in conversation. The 
result also shows that different students assess the same course quite differently. It 
also shows that about half of the students wish to attain B2 level, and about one 
fifth to one third of students wish to attain C1 (or higher) level in English, 
















2.1 実施時期  
英語力自己判断アンケートは、平成 22 年 1 月の共通教育英語科目（英語Ⅰ、英語Ⅱ、英
語Ⅲ）の授業時間の一部を使って各クラスの担当教員が実施した。 
 





スニング）9 クラスであった。また英語Ⅱについては、12 クラスに依頼し、9 クラスより回
答を得た。また、英語Ⅲについては、6 クラスに依頼し、2 クラスより回答を得た。回答数
は、英語Ⅰが 1453、英語Ⅱが 125、英語Ⅲが 16 であった。 
また、授業科目名や対象スキル名が記述された回答による、各科目名・スキルごとの回
答数は、英語Ⅰ（コミュニケーション）412、英語Ⅰ（ライティング）396、英語Ⅰ（リス
ニング）205、英語Ⅰ（リーディング）146、英語Ⅱ 108、英語Ⅲ 11 となっている。学年
別の内訳は、一年生 1517 名、二年生 70 名、三年生 23 名、四年生 13 名である。金沢大学
の一学年の定員は 1800 名であるので、このアンケートには、一年生の約 85％が参加した















大学版 CEFR Can-Do 表記一覧表（付録 2 を参照のこと）を配布して実施した。アンケー






よび問 1 から問 14 はマークシートによる回答、問 15 はアンケート用紙に直接記入する回
答方法とした。学生による重複回答を避けるため、一度アンケートを受けた学生は、二回
目以降は問 8、問 9 のみ回答するように、アンケートの説明時に指示した他、カードリーダ
ーを使って集計する際、所属学類と名列番号により複数回回答した者を特定して、もし 2














法として、CEFR の Can-Do 表記が有効であるかどうか調べる。また、学生が目
標とする英語力をどのような Can-Do 表記であらわすか、調査する。 











自分の力を B1 と考える学生が最も多いが、A2 レベルと評価している学生も多く、いわゆ
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2. アンケートの概要 
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とも言えるが、国際学類では英語 II 科目の多くを専門科目 読み替え ことを認めており、
そのため上級生の受講者が他学類よりも多いことにもよ と考えられる。（国際学類生の英







































「聞くこと」では、A2 と B1 に自己判断レベルが集中し（A2 に 39.3%、B1 に 45.8％）、
A1 と判断している学生が全体で約 10％、B2 と判断した学生は国際学類を含めて非常に少





 「読むこと」では、A1 レベル・C1 レベルと自己判断した学生は非常に少なく、（A1 3.8％、
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また、「会話に参加すること」においては、A1 または B1 と認識している学生がそれぞれ





















 表 1 は、問 8（現在受けている授業のレベル判断）の 4 技能別該当者数を表にしたもので
ある。 
 
表 1 受講している授業のレベル判断（問 8）の該当者数（割合） 
 A1 A2 B1 B2 C1 以上 





のクラス内で 3 段階以上に認識が分かれているクラスが英語Ⅰの 61 クラス中 51 クラス、








 図 7 は大学在学中に到達したい英語運用力についての回答者数を示したものである。こ
の図から、すべてのスキルで B2 程度の英語運用力を得たいと考える学生が最も多く、C1
を望んでいる学生も多いことがわかる。それぞれのスキルの回答をパーセンテージの数値
で見てみると、すべてのスキルにおいて、A1 を望んでいる学生は 1％以下、A2 を望んでい
る学生は「会話に参加する」能力を除き 3％以下（「会話に参加する」能力は 5.9％）と非常
に低い。B1 を望んでいる学生は「聞くこと」および「口頭で自己表現すること」でほぼ 4
分の 1（それぞれ 24.6％と 24.7%）、「読むこと」と「書くこと」で 6 分の 1 程度（それぞ




こと」で 5 分の 1 程度（それぞれ 21.3%と 20.5%）、「聞くこと」で 4 分の 1 程度（24.5%）、
「書くこと」で 29.8％、「読むこと」で 33.5％となっている。このことから、金沢大学で
23 年度より始まった共通教育の英語特設プログラムの「英語ステップアップ」（到達目標
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また、「会話に参加すること」においては、A1 または B1 と認識している学生がそれぞれ
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8. おわりに 

















このアンケートは、金沢大学の英語科目（英語 I、英語 II、英語 III）における到達目標
の明確化を目的として行う調査です。金沢大学では、言語科目の到達目標をわかりやすく
するために、現在、ヨーロッパ共通言語参照枠（CEFR）を用いたレベル設定の導入を検討








カード右端 u v w 欄には、クラス番号が入ります。クラス番号は担当教員に聞いて下さい。 
カード左の「年」に学年、「組」に学類番号（下の表より選択してください）、 
「番号」に名列番号を 3 桁で記入して下さい。「名前」には時間割番号を記入して下さい。 
01.人文 02.法  03.経済  04.学校教育  05.地域  06.国際 07.数物  08.物質 
09.機械 10.電子 11.環境 12.自然 13.医学 14.薬・創薬 15.保健 
  
問１ このアンケートが行われた授業の科目名を下から選んで下さい。 




1. リーディング 2. ライティング 3. リスニング 4. コミュニケーション 5. 総合 
 
ここからは、授業で配付された CEFR 表を読んで、アンケートに答えて下さい。 
あなたの英語運用能力をスキル別に自己判断し、以下より選んで下さい。 
問３ 聞くこと 
1. A1     2. A2      3. B1      4. B2     5. C1 以上     
問４ 読むこと 
1. A1     2. A2      3. B1      4. B2     5. C1 以上    
問５ 会話に参加すること 
1. A1     2. A2      3. B1      4. B2     5. C1 以上   
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付録 1 アンケート用紙（裏） 
問６ 口頭で自己表現すること 
1. A1     2. A2      3. B1      4. B2     5. C1 以上    
問７ 書くこと 




1. A1     2. A2      3. B1      4. B2     5. C1 以上  
問９ あなたがこの授業で学期末までに到達したいと思っているレベルを選んで下さい。 




1. A1     2. A2      3. B1      4. B2     5. C1 以上     
問１１ 読むこと 
1. A1     2. A2      3. B1      4. B2     5. C1 以上     
問１２ 会話に参加すること 
1. A1     2. A2      3. B1      4. B2     5. C1 以上     
問１３ 口頭で自己表現すること 
1. A1     2. A2      3. B1      4. B2     5. C1 以上     
問１４ 書くこと 
1. A1     2. A2      3. B1      4. B2     5. C1 以上     
  
問１５ あなたは英語で、具体的にどのような事ができるようになりたいですか。 
     自由に記述して下さい。   
例：海外旅行した時、英語を使って買い物したい。 











 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１以上 
人文 7 40 50 2 1 
法 9 34 47 7 3 
経済 6 41 50 3 0 
学校教育 6 43 49 1 1 
地域 13 47 38 1 1 
国際 2 23 67 7 1 
数物 10 47 39 4 0 
物質 16 41 41 2 0 
機械 16 40 37 7 0 
電子 13 44 40 2 1 
環境 17 52 31 0 0 
自然 14 34 45 5 0 
医学 9 26 59 6 0 
薬・創薬 8 36 52 4 0 
保健 12 42 42 3 1 
 
読むこと 
 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１以上 
人文 2 8 57 30 3 
法 9 34 47 7 3 
経済 1 17 61 21 0 
学校教育 2 23 55 19 1 
地域 3 26 57 13 1 
国際 0 8 47 44 1 
数物 0 35 49 16 0 
物質 8 12 56 12 0 
機械 7 22 49 21 1 
電子 3 30 57 9 1 
環境 8 33 50 9 0 
自然 3 16 68 13 0 
医学 4 12 42 34 8 
薬・創薬 4 4 76 16 0 
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保健 3 26 49 22 0 
 
会話に参加すること 
 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１以上 
人文 18 62 19 1 0 
法 15 53 27 4 1 
経済 14 58 22 5 1 
学校教育 15 63 16 5 1 
地域 25 61 13 0 1 
国際 2 47 41 8 2 
数物 20 66 10 2 2 
物質 22 62 14 2 0 
機械 21 54 21 3 1 
電子 22 55 16 6 1 
環境 28 56 13 3 0 
自然 21 60 16 3 0 
医学 15 52 29 4 0 
薬・創薬 20 60 18 2 0 
保健 20 56 21 3 0 
 
口頭で自己表現すること 
 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１以上 
人文 9 39 49 2 1 
法 9 25 58 7 1 
経済 11 36 49 3 1 
学校教育 10 37 47 5 1 
地域 19 42 37 1 1 
国際 1 30 59 9 1 
数物 14 53 31 2 0 
物質 20 39 35 4 2 
機械 16 43 36 3 2 
電子 17 42 36 3 2 
環境 25 37 36 2 0 
自然 21 36 40 3 0 
医学 15 32 43 10 0 
薬・創薬 14 38 42 6 0 
保健 16 46 37 1 0 
 
書くこと 
 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１以上 
人文 6 14 57 22 1 
法 7 14 52 24 3 
経済 7 18 60 14 1 
学校教育 7 26 53 12 2 
地域 21 25 43 10 1 
国際 1 9 43 45 2 
数物 12 27 45 16 0 
物質 20 24 44 12 0 
機械 13 31 40 15 1 
電子 12 37 43 7 1 
環境 14 28 50 8 0 
自然 18 15 57 10 0 
医学 8 22 42 25 3 
薬・創薬 10 18 52 20 0 
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電子 17 42 36 3 2 
環境 25 37 36 2 0 
自然 21 36 40 3 0 
医学 15 32 43 10 0 
薬・創薬 14 38 42 6 0 
保健 16 46 37 1 0 
 
書くこと 
 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１以上 
人文 6 14 57 22 1 
法 7 14 52 24 3 
経済 7 18 60 14 1 
学校教育 7 26 53 12 2 
地域 21 25 43 10 1 
国際 1 9 43 45 2 
数物 12 27 45 16 0 
物質 20 24 44 12 0 
機械 13 31 40 15 1 
電子 12 37 43 7 1 
環境 14 28 50 8 0 
自然 18 15 57 10 0 
医学 8 22 42 25 3 
薬・創薬 10 18 52 20 0 
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